
 

 

 

 

8 月３０日（土） 

本日の JAPAN TEAM は、JM１ｘの B final、JW1×の A final、そして男女４ｘの A final が行わ
れました。各国がメダル獲得に向け、朝から異様な雰囲気です。緊張感がこちらにも伝わってきま
す。JAPAN の高校生も気持ちの高まりを抑えながら、淡々と心と身体の準備を整えます。レース
時間に合わせ、各 Crew がポンツーンを蹴りだしていきます！さあ、2025AsianRowingU19 のメダ
ルをかけ、日本の高校生の戦いがはじまりました！ 

序盤から激しいデッドヒートが繰り広げられます。各国がギアを上げ、どんどんスピードをあげ
ていきます！JAPAN TEAM も負けじとスピードを上げ加速していきます。各 Crew がすべての力
を出し尽くし、Finish Line を通過いたしました！！ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表彰式の様子（3 位 銅メダルを獲得した JW4ｘのメンバー） 
左から 中世古 那奈選手、梶 ひまり選手、野口 奈央選手、小松 煌選手 



JM1Ｘ 
上野 晴生 選手 
(福井県・美方高校） 
B Final 1 着（最終７位） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



ＪＷ1Ｘ 
林 直美 選手 

（福井県・美方高校） 
 Afinal ４着（最終４位） 

 
 
FinishLine 前、KAZ 選手と競り合う林直美 
選手。惜しくもメダル獲得には至りません 
でしたが、堂々の 4 着で Finish です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



JⅯ４Ｘ 
Ｓ 首田 笙 選手 
（石川県・津幡高校） 
３ 岡本 成世 選手 
（鳥取県・鳥取城北高校） 
２ 一瀬 弥満登 選手 
(福井県・若狭高校）  

B 上前 隼人 選手 
(福井県・若狭東高校） 
A final４着（最終４位） 
 

前を行くｃｒｅｗを追いかける日本のＪＭ4ｘ。 
後半、ぐんぐんスピードを上げ、UZB・KAZ に 
迫ります。 
3 着 KAZ をとらえところで、痛恨の蛇行とブイ 
を叩いてしまい失速。惜しくも 4 着で Finish。 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 



ＪＷ４Ｘ 
Ｓ 小松 煌  選手 

（秋田県・本荘高校） 
３ 野口 奈央 選手 
（群馬県・館林女子高校） 
２ 梶 ひまり 選手 

（岐阜県・加茂高校） 
B 中世古 那奈 選手 

（福井県・美方高校） 
A final３着（最終３位） 

 
序盤から良いリズムで展開した JW4x。 
中盤以降、JPN・VIE・CHN の 3 つが抜け出し 
激しく競り合いましたが、最後は力負け。3 着で 
Finish。銅メダル獲得です！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
明日は大会最終日となります。JAPAN TEAM からは、JW２ｘと JM２ｘが出漕いたします。 
メダル獲得に向け、全力で挑みます！皆さまの日本からの応援よろしくお願いいたします！ 

ＪＷ２Ｘ 
Ｓ 山内 愛稀 選手 
（愛媛県・今治工業高校） 
Ｂ 越智 かのか 選手 
（愛媛県・今治北高校） 

ＪＭ2Ｘ 
S 田中 智大 選手 

（熊本県・熊本学園大付属高校） 
B 堀尾 力 選手 

   （京都府・京都工学院高校） 
 

◎JM４× 首田笙(津幡高校)、岡本成世(鳥取城北高校)、一瀬弥満登（若狭高校）、上前隼人（若狭東高校） 

◎JM2× 田中智大（熊本学園大付属高校）、堀尾力（京都工学院高校） ◎JM1× 上野晴生(美方高校) 

◎JW４× 小松煌(本荘高校)、野口奈央(館林女子高校)、梶 ひまり（加茂高校）、中世古那奈(美方高校) 

◎JW2× 山内愛稀（今治工業高校）、越智かのか（今治北高校） ◎JW1× 林 直美（美方高校） 

 

次世代の JAPAN Rowing を担う U19 選手に、ぜひ注目と応援をよろしくお願いいたします！ 


